
☆  たばこに含まれる有害物質
たばこの煙の中には、約４，０００種類の化学物質があり、この中にはダイオキシンなど約２００

種類もの有害物質、約６０種類の発がん性物質が含まれています。中でももっとも有害性が高いのが
タール、ニコチン、一酸化炭素の3つです。

☆吸わない人にも害があります。
　自分がたばこを吸わなくても、他人のたばこの煙を吸わされることを「受動喫煙」といいます。受動喫煙によっ
て、頭痛や眼、鼻、喉の不調など、たばこを吸わない人の健康に悪影響を与えることが科学的に明らかにされ
ています。

☆栗原市では、市民の健康づくりの指標として「くりはら市民２１健康プラン」の中で、禁煙・分煙の推
進を次のように掲げています。

★　たばこの影響を理解し、喫煙習慣を見直そう！
★　他人の健康に配慮し、家庭でもマナーある分煙を！

　　　　　　　　　　　　　○喫煙者の減少　（目標年度　平成２７年度）

★子育て中の母親（平成２４年度母子手帳交付時）　現状３．５％　→　目標０％

★子育て中の母親（平成２４年度３～４か月児健康診査時）　現状５．７％　→　目標５％以下

ー　　　栗　原　市　　　ー

タール 
●発がん物質を含んでおり、が
んを発生しやすくする 

ニコチン 
●依存症を引き起こす 

●血管を収縮させ、 

血液の流れを悪くする 

一酸化炭素 
●体を酸素欠乏状態にするため，
動脈硬化や心臓病を起こしやすく
する 

主流煙 
たばこを吸っている
本人が吸いこむ煙 

副流煙 
たばこの先からでる煙 

知っていますか？ 

「主流煙」より「副流煙」の方が有害

健康づくりの目標 

目指す目標
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妻の肺がん死亡率（倍） 

「夫の喫煙と妻の肺がんの死亡率（妻は非喫煙者）」 

（平山 雄、1990） 
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両親とも 

吸わない 

親の一人 

が吸う 

両親とも 

吸う 

SIDSのリスク（倍） 

「両親の喫煙と乳幼児突然死症候群（SIDS）」 

（厚生省心身障害研究 1998） 

夫がたばこを吸う場合、

妻がたばこを吸わなくて

も肺がんで死亡する危

険性は高くなる 

親がたばこを吸う場合、子ど

もが乳幼児突然死症候群

（SIDS）によって死亡する危

険性は高くなる 

受動喫煙によって罹患リスクの高くなる病気  

 ・肺がん  ・副鼻腔がん    ・心疾患(狭心症、心筋梗塞）    ・肺炎、気管支炎    ・ぜんそく 
 ・乳幼児突然死症候群（SIDS)    ・低体重出生、早産    ・咳、たんなどの呼吸器症状 

２１プラン資料 


